
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ こたえ 名前

浮力と密度 ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「浮力と密度」

1 ばねばかりの読み 基本

鉄の物体(重さ78g、体積10cm³)を、ばねばかりにつるしました。空気中では 78g を示します。

(1) この物体を水の中に完全にしずめると、浮力は 10  g です。ばねばかりの読みは、78－

10 ＝ 68  g になります。

ヒント 読み＝空気中の重さ－浮力。

(2) 食塩水(密度1.2g/cm³)に完全にしずめると、ばねばかりは何gを示しますか。

ヒント おしのけた食塩水の体積は10cm³。

浮力 1.2 × 10 = 12　78－12 = 66　答え 66 g

2 氷がとけたら、液面は? 標準

重さ90gの氷が、水にういています。(水は 1cm³ が 1g)

(3) 氷がおしのけている水の重さは 90  g、体積は 90  cm³ です。

(4) 氷がとけると、90gの水になります。体積は 90  cm³ で、おしのけていた体積と 同じ

なので、水面の高さは 変わらない  。

(5) 食塩水(密度1.2g/cm³)にうかぶ氷90gがとけると、液面は上がりますか、下がりますか。

ヒント とけた水の体積と、はじめにおしのけていた体積を比べます。

おしのけていた体積 90 ÷ 1.2 = 75cm³　とけた水 90cm³ は75より大きい　答え 上がる
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